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Ⅰ．緒言 
現在、社会問題として、コミュニケーション

能力の低下が挙げられている。コミュニケーシ

ョン能力を「意思疎通」「協調性」「自己表現能

力」の 3つの指標で示されている。 

そこで本研究では、体育大会で集団演技とし

て集団行動を行うことにより、｢決まり｣や｢約

束｣に従って集団で安全、能率的に行動する能

力や態度を養うことが出来ると考える。また、

クラスの統制がとれるようになり、生徒内でコ

ミュニケーション能力の向上が期待できると

考え、その実践の効果を明らかにすることを、

本研究の目的とした。 

Ⅱ．調査方法 

1． 調査対象 

私立 O高等学校スポーツ科学コースの男子 

各学年 2 クラス編成、1 年生 47 名，2 年生 51

名，3年生 54名 計 152名。 

2． 調査内容 

学級集団意識（4 因子)、仲間づくりの成果

（5 因子）について質問紙アンケート調査を体

育大会前、体育大会後、体育大会 58 日後にそ

れぞれ 3回実施された。(回収率 92％) 

Ⅲ．結果と考察 

3． 学級集団意識について  

「学習意欲」「人間関係」「活動性」「雰囲気」

のうち 3年生の 1回目と 3回目の「活動性」に

有意差が認められた。他のカテゴリーにおいて

は、有意差は認められなかった。各学年、各回

の平均値をみると 1年次より 2年次、2年次よ

り 3年次へとその平均値は増加の傾向にある。 

 

M SD Ｔ M SD Ｔ M SD Ｔ M SD Ｔ
1回目 2.32 0.70 2.13 0.67 1.84 0.73 2.32 0.70
2回目 2.51 0.73 2.09 0.58 1.72 0.67 2.51 0.64
3回目 2.44 0.67 2.04 0.67 1.70 0.68 2.44 0.67
1回目 2.49 0.64 2.17 0.70 2.17 0.70 2.49 0.64
2回目 2.58 0.58 2.14 0.68 2.00 0.79 2.58 0.58
3回目 2.59 0.59 2.13 0.62 2.07 0.79 2.59 0.59
1回目 2.74 0.48 2.24 0.68 2.22 0.75 2.74 0.48
2回目 2.81 0.41 2.34 0.56 2.30 0.78 2.81 0.41
3回目 2.87 0.36 2.29 0.59 2.51 0.65 2.87 0.36

0.29

表5　学級集団意識について

0.07

学年　　　　　　　　　　　　
学習意欲 人間関係 活動性 雰囲気

1年生 0.80 0.31 0.18

2年生 0.39 0.52 0.08 0.29

3年生 0.66 0.47 **

4．仲間づくりの成果について 

学年ごとの比較で行うと、1年生と 3年生に

大きく差が見られた。1 年生は 2 年生、3 年生

に比べて平均点が 2.5 以上の項目が極端に少

なかった。このことから、集団行動を行い、仲

間づくりの成果を向上させるためには 2、3 年

と継続して行う必要がある。 

Ⅳ．結論 

1 年生では効果が一過性であるが 2、3 年生と

その成果は定着がみられる。 

学級集団意識について、継続して行うことに

より効果が得られると考えられる。またクラス

において仲間づくりの成果についても、1年生

より 2年生、2年生より 3年生がより高い成果

がみられた。このことから、継続することによ

り効果が得られると考えられる。 

Ⅵ． 参考文献 

1) 島喜八(1985)改訂版教師のための集団行

動 教科図書事業部学研:2-3 

2) 高橋健夫(2007)体育授業を観察評価する 


